
 

第１回北海道次世代半導体産業立地推進連携会議 議事録 

 

日時：令和８年３月３０日（月）  

１３：００～１４：００  

場所：本庁舎３階 知事会議室  

 

【三橋副知事】 

これより北海道次世代半導体産業立地推進連携会議を開催させていただきたいと思い

ます。本日は本当にお忙しい中、ご出席いただきました構成機関の皆様、そしてラピダ

ス社の清水専務様、ご出席いただきまして本当にありがとうございます。 

それでは早速、議事に基づいて始めさせていただきたいと思います。 

まず議事の１番目でございます。次世代半導体プロジェクトの進捗状況について、ラ

ピダス株式会社の清水専務様からご説明をお願いいたします。 

 

【ラピダス株式会社 清水専務】 

三橋様、ありがとうございます。資料を共有させていただきます。 

それでは、清水から今の状況を簡単に報告させていただきます。 

まず、年表については、基本的に変更はございません。2025年の進展を中心に記載

しておりますが、2025年は何といっても、我々の製造拠点、開発拠点であるＩＩＭ－

１のパイロットラインの立ち上げを開始いたしまして、昨年７月には、日本で初めて、

２nm世代のＧＡＡトランジスタの動作確認をすることができました。その後、昨年の

12月に、この先端デバイスを開発するのになくてはならないＥＵＶ露光装置の２台目

も、無事搬入することができまして、今はほぼ立ち上げの最終段階にきております。12

月に開催されましたＳＥＭＩＣＯＮ ＪＡＰＡＮでは、我々の後工程の進捗状況もご報

告することができました。今現在は、解析センターという、我々の物理解析、化学分析

をする設備群と、エンジニアの研究拠点を包含する建物がようやく明日竣工ということ

で、４月１日から我々の管理のもとで、エンジニアがここに集結して、一層の研究開発

の加速をするということになっております。 

昨年の成果ということで、７月 18日に千歳市でカスタマーイベントを開催いたしま

して、先ほども申し上げましたように、我々の研究開発の成果を現物のシリコンウエハ

ーとともに、皆様にご紹介することができました。やはり実際にトランジスタをちゃん

と動作させたということを内外にアナウンスするということは、お客様にとっても、そ

の進捗を実感いただくことができたという、大きな意味のあるイベントだったと思って

おります。その時の資料について、改めてご紹介します。これがＧＡＡトランジスタと

いう非常に複雑な三次元構造をしたものです。それを実際に作りました。シリコン原子

がしっかり見えているような、微細な加工をする技術、それを今立ち上げているという

ことになります。これは昨年７月ですので、もう９ヶ月ぐらい前になりますけれども、

トランジスタもちゃんと動作しましたということを、皆様方にご報告することができま

した。 

続きまして、こちらは「ＨＯＴ ＣＨＩＰＳ 2025」、これは高性能のマイクロプロセ



ッサーと関連集積回路に関するメジャーな国際学会です。この学会で、弊社の小池が基

調講演をさせていただきました。このＨＯＴ ＣＨＩＰＳでの基調講演、日本人として

は２人目でして、最初はソニー・コンピューターエンタテイメントの久夛良木健さんと

のことで、それはもう 1990年代でしたので、もう 30年近く日本はここで基調講演をす

るというステータスがございませんでした。しかし、今回、小池のところにこの話が来

たということで、世界中から、ラピダスの事業が非常に注目されているということの証

左になります。 

この会場には、我々のお客様となり得る設計関係の方々がたくさんいらっしゃいます。

従いまして、我々の顧客開拓に関しても、非常に大きな意味のある会議をすることがで

きました。 

続きまして、後工程の進捗でございます。昨年の 12月ＳＥＭＩＣＯＮ ＪＡＰＡＮで、

世界で初めて 600mm×600mmのパネルに実際にチップを搭載するというところをデモン

ストレーションすることができまして、これをＳＥＭＩＣＯＮ ＪＡＰＡＮの会場で皆

様方に現物をお見せすることができました。それはモックアップではなくて、現物の

600mmのパネルにチップを搭載したものをお見せいたしました。この技術開発に関しま

しては、セイコーエプソン様の千歳事業所に、ＲＣＳという名前の開発ラインを今構築

中でして、これからはＲＣＳの開発ラインで、我々が研究開発を進めていくことになっ

ております。 

次は北海道の方々に関係します。我々は小学生向けにＳＴＥＡＭ教室というのを年に

数回やっておりまして、一昨年は北広島市にご協力いただきまして、昨年は、千歳市の

北栄小学校でもやらせていただきました。これはその時の写真ですが、今回、特筆すべ

きは、この時の講師を我々のＣＴＯである石丸が、自分で教材を作りまして、実際に、

子供たちに半導体や電気の動きというのを、いろいろ教えてあげることができたという

ことです。これが非常に優れもので、大人が聞いてもよくわかる、非常にわかりやすい

話をＣＴＯがやってくれましたので、子供たちの記憶の中にも残ってくれれば良いかな

と思っております。この活動は引き続きやっていきたいと思っております。昨年も、一

昨年と同様に、参加してくれた子供たちに、我々のクリーンスーツも実際着てもらいま

した。2026年もこの活動を続けたいと思っております。 

続きまして、事業展開に関してお話します。ご存知のように、我々の会社は設計支援

からパッケージングまで、非常に短い時間でサービスを提供するということを特徴にし

ております。これはＲＵＭＳという新しいモデルです。この中で我々のお客様となるス

タートアップの方々等にも、今までに比べると容易に設計ができるような、様々な支援

のスキームを我々は今構築しております。これは昨年発表しました、ＡＩを使って今ま

でよりも容易に設計ができる「Ｒａａｄｓ」というものです。これはＲａｐｉｄｕｓ 

ＡＩ－Ａｇｅｎｔｉｃ Ｄｅｓｉｇｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎの略で、この中には複数のコン

ポーネントがあるのですけども、要約しますと、工場のプロセスデータとＡＩを使って、

我々のお客様に、今まで以上に、より短期間で、最終的な設計データを構築するための

支援ツールです。これは、ＩＩＭの製造が進めば進むほど、どんどん精度が上がってい

くというものです。我々が、他社にないサービス、価値をお客様に提供しようと、これ

も着実に構築、作業を進めているという段階になります。 

最後になります。ご存知のように資本構成が非常に大きく変わりました。これは



2022年８月に会社が発足した時の資本構成です。14人の人間が会社を起こしまして、

そこに日本の８社さんに出資をいただいたのですけれども、今年、政府の方からも非常

に大きな出資をいただくことができました。情報処理推進機構様が今では一番の出資者

となりまして、約 1,000億円。加えまして民間企業 32社合わせまして約 1,676億円。

この出資をいただくことができました。国の支援に加え、民間の支援も積極的に頂きな

がら、事業展開を確実にすべく注力していこうと考えております。 

これが３月の時点でのＩＩＭの状況です。解析センターもできましたので、2026年

度は、さらにそのプロセスの完成度を上げまして、お客様とのエンゲージメントを深め

ていけるような活動をしていきたいと考えております。ラピダスとＩＩＭ－１の状況に

関しまして、以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

清水専務、ありがとうございました。 

それでは続きまして、議題２に移らせていただきたいと思います。 

議題２は道庁の方から、北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン（改訂版）と

いうことで、次世代社会戦略監の方からご説明をさせていただきます。 

 

【大矢次世代社会戦略監】 

経済部の大矢でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

資料は右肩に２－１と書いている、北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン

（改訂版）ということで、本日午前に庁内での決定の手続きを経て、確定した内容でご

ざいます。 

第１章の２つ目のポツに書いてあるところですが、このビジョンは 2024年３月の策

定からまだ２年ということですが、非常に動きの早い分野でございまして、道といたし

ましても、ＧＸとＡＩや半導体・デジタル関連の産業政策を一体的に展開していこうと

いう考えのもとで、道内での立地が進みますデータセンターですとか、半導体関連企業

などのＡＩの計算基盤ですとか、フィールドを活用して、ＡＩの実証・実装を進めて、

地域課題の解決や新たな産業の創出につなげることで、ラピダス社の立地の効果を全道

に波及させていくと、そういった方針を今回の改訂の中で、新たにしたものでございま

す。 

第２章としては、国の動きを真ん中に書いてございますが、国においては、「ＡＩ・

半導体産業基盤強化フレーム」の策定ですとか、そういった支援強化の動きもございま

したし、産業技術総合研究所の研究開発拠点の整備方針の発表も昨年末にあったところ

ですので、そういった複合拠点の実現に資するような新たな動きを、改訂の中で盛り込

んだところでございます。 

第３章の中では、札幌市さん、千歳市さん、北海道大学さん、千歳科学技術大学さん

と連携した、国費を活用した事業の取組について記載し、道内で進展するデータセンタ

ーの立地の状況ですとか、ソフトバンク社の海底通信ケーブルの計画などの最近の動向

も、盛り込んだ形にしてございます。 

１枚めくっていただきまして、２ページ目でございます。まず、めざす姿②のラピダ

ス社のプロジェクトの成功というのは、従前どおりでございまして、まずはこのプロジ



ェクトの成功というのが最も重要だという認識を引き続き掲げてございまして、その次

に、複合拠点の実現に向けて取組を進めてまいりますということで、記載してございま

す。 

今回の改訂のメインになったのが、もう１枚めくっていただきまして、３枚目でござ

います。全道への効果の波及ということで、「各産業でのＡＩ－ＤＸ展開」としまして、

ＡＩ技術を活用しまして、地域産業の生産性の向上といったものですとか、暮らしの利

便性の向上といった形で、次世代半導体のユースケースを全道で展開していこうと、そ

うすることでラピダスの立地効果を広めていくんだという考え方を示したものでござい

ます。めざす姿④の２つ目としては「地域の付加価値向上」で、これは従前どおり掲げ

てきたものですが、関係人口の拡大といった効果の取組を含め、地域の付加価値向上を

図っていくことをめざす姿として、記載したところでございます。 

続きまして４ページでございます。「めざす姿④の実現に向けた課題・方針・具体的

な取組」ということで取組を掲げた分野ですが、ＧＸ関連産業の集積に向けた特区によ

る規制緩和、ＧＸ税制、立地補助金の３本柱の形で支援策を展開していくというものと、

ＡＩを活用した地域課題の解決を探る体制の構築ですとか、スタートアップ等の企業が

有する技術シーズと地域課題とのマッチングといったものによる実証試験の実施、さら

には、道民を含めたＡＩリテラシーの向上に向けた普及啓発に取り組むということを、

新たに盛り込んだところでございます。 

一番下にありますけども、第５章の目標値のところにつきましても、新たに「ＡＩの

実装に向けた実証実験の件数」を 44件と掲げておりますが、そういった目標値も改訂

の中で新たに加えたものでございます。 

この改訂版につきましては、今年も全道で道民セミナー等を開催しまして、道民の皆

様に内容を周知していきたいと思ってございます。皆さんの理解と共感を得ながら、

様々な施策を展開し、北海道全体の経済活性化につなげて参りたいと思ってございます。

以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございました。 

それでは議事の３番に移らせていただきたいと思います。 

各機関からの情報共有ということで、まず道庁の方から、資料３について、次世代社

会戦略監から説明をお願いします。 

 

【大矢次世代社会戦略監】 

資料の右肩に３－１と書いたものでございます。これは、令和７年度の取組の振り返

りでございます。まず、左側の「半導体関連産業の集積促進や人材育成等に向けた取組」

についてでございます。１つ目の半導体関連産業の集積に向けましては、国内外の展示

会にも出展し、セミナーの開催なども行ったほか、道外企業の進出意向ですとか、道内

企業の半導体への参入意向といったものにつきましては、例年よりも広い範囲で、令和

７年度については、カバーをした調査を展開したところでございます。 

あるいは、人材育成・確保につきましては、理系分野への関心向上を図るということ

で、様々な体験教室やイベントなどを開催したところでございます。 



３つ目の道民の理解促進に関しましては、先ほども少し申し上げましたが、道民向け

のセミナーを全道 11ヶ所で開催いたしましたし、あるいは、道民の方々に安全・安心

に生活していただくという意味で、千歳川のＰＦＡＳ調査等の結果の公表と、さらには

そういった結果についてもセミナーでご説明するといったことを、令和７年度について

はやってきたところでございます。 

④番のその他でございますが、令和６年度にニューヨーク州の関係者と提携したＭＯ

Ｕに基づきまして、ニューヨーク・クリエイツに北海道向けのウェビナーを実際に開催

していただきまして、資料右側の一番下の情報発信のところになりますが、このポータ

ルサイトにも掲載する形で周知を図ったところでございます。 

また、関連インフラの整備といたしまして、ラピダス建設地へのアクセス道路の工事

を北海道庁として受託しておりますほか、工場への用水供給のために必要な配水施設の

建設も、令和７年度は継続して行うといったところでございます。 

右にまいりまして、「複合拠点の実現に向けた大学等との連携」でございます。これ

につきましては、まさに半導体の複合拠点、人材育成・製造・研究という複合拠点の実

現に向けた中核的な事業として、札幌市、千歳市、北大、千歳科学技術大で持つ資源を

活用した形で、一体的に取り組んでいるものでございまして、具体的には①でございま

す。まさに①と②のうち、研究開発拠点整備ということで、北大において全学部、理工

系だけでなく全学部の 1年生を対象とした半導体の基礎講座を開講していただき、さら

に、半導体の製造工程の実習が可能なプロトタイピングラボの整備が、令和７年度から

始まっているところでございます。 

③の研究開発でございますが、スマート農業ですとか遠隔医療といった、北海道の地

域産業であったり、地域の特性を反映した形で、先端半導体のユースケースを開発する

研究を含めまして、そういったものへの支援を道として行ったところでございます。 

④の産学官ネットワークの構築に関しましては、地域の産学官連携ですとか、道内企

業の参入促進に向けまして、コーディネーターを配置したところでございます。 

１枚めくっていただきまして、２ページ目でございます。令和８年度の主に取り組む

内容について、ご説明いたします。左側でございます。半導体関連産業の集積促進や人

材育成等についてでございますが、まさに来年度は、ラピダス社の量産開始を見据えた

時期になるところですが、１つ目の①の中で、指さしマークが書いてございます。そこ

でございますけれども、道内の半導体関連企業の集積状況ですとか、技術力を持ってい

る企業を紹介するガイドブックを新たに作成したいと思ってございます。そうすること

によって、立地や投資の呼び込みに向けたＰＲですとか、掲載企業が受注可能な具体的

な発注情報の把握を行うなど、きちっと丁寧な形でフォローアップをしていきたいと思

ってございます。 

また、右側の方にまいりまして、大学との連携の関係でございます。これも①番のと

ころに指差しマークがついてございますが、来年度におきましては、北大において大学

院生向けの教育プログラムが動き出すという形になってございますし、②番の指差しマ

ークのところでございますが、今年度整備を着手しましたラボの試行的な運用が予定さ

れていまして、そこで講義が行われる予定でございます。 

続きまして、３ページをご覧いただきたいと思います。関連インフラの整備の進捗で

ございます。①の街路事業受託事業の関係ですが、今年度は橋桁を架設した後に床版部



の施工及び道路工事を予定してございますし、右側の②番でございますが、配水施設建

設事業につきましては、まず給水の方でございます。現在、布設している管と既設管を

用いた形で、実際に今年の 10月からラピダスへの供給の一部を始める予定でございま

すし、令和９年４月からは契約水流の全量を供給する予定でございます。次に、配水管

につきましては、令和８年度までに管路の整備が完了する予定でございますし、ポンプ

場につきましては、令和８年度末までに、建屋やポンプなどの施設を整備する予定です。 

なお、今般改訂しましたビジョンの関連事業ですとか、今回の会議のもとに設置して

ございます市町村ネットワークの市町村との関連の取組も、参考資料として添付してい

ますので、これは後ほどご覧いただければと思います。私からは以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

それでは続きまして、北海道経済産業局の浦田局長様から、資料３－２のご説明をお

願いいたします。 

 

【浦田北海道経済産業局長】 

北海道経済産業局の浦田でございます。私からは、北海道経産局が事務局を務めてお

ります「北海道半導体人材育成等推進協議会」の取組についてご紹介したいと思います。 

右下のページ番号２ページのところですけども、これは 2023年６月に設置された協

議会でございまして、人材育成・確保と取引活性化の２つを柱として取組を進めてござ

います。 

めくっていただきまして、３ページ目でございますけれども、2025年度の実績につ

いてご説明したいと思います。最初は人材育成・確保についてでございます。道内の半

導体関連の採用人数は、今後、大きく増加していくことが見込まれておりまして、2030

年度には 2023年度実績の約３倍になるというふうに見込まれているところでございま

す。そのため、実践的な教育プログラムの強化・拡充が重要となってくるところでござ

いまして、具体的には実務家教員の派遣でありますとか、学生の工場見学、こういった

取組を進めているところでございます。2025年度はこうした取組規模を約６倍に拡大

させていただきました。 

次の４ページ目ですけれども、取引の活性化についてでございます。取引の活性化に

ついては、ビジネスマッチングを進めさせていただいております。具体的には、半導体

業界への関心が高い道内企業を掘り起こしまして、道内のサプライチェーンの構築・強

化に向けて、商談会でありますとか、交流会の開催など行っているところでございます。

ビジネスマッチングといっても、やはりサプライチェーン参画のためには、一定の経験、

実績というものが重要になってくる一方で、現時点では、道内だけで、十分な実績をつ

くるだけの発注量・取引量が見込めない状況でございますので、2025年度には、この

ビジネスマッチングにつきまして、東北、あるいは中国地域との広域連携を開始したと

ころでございます。 

１ページめくっていただきまして、５ページ目になります。2026年度の取組方針に

なります。まず、人材育成・確保につきましては、先ほどご紹介いたしました教育プロ

グラムですね、実務家教員の派遣、あるいは工場見学、これの拡充を引き続き進めてま



いります。また、産業界と教育機関の接点を拡大するために、今年度、半導体人材育成

ミニワーキンググループというものが新設されているのですけれども、このワーキング

において、さらなるプログラム、例えばインターンシップを始めるとか、そうしたプロ

グラムの拡充についても議論を進めているところでございます。加えまして、本年１月

に、経済産業省として 2040 年の就業構造推計というものを発表させていただきました。

2040年に、ＡＩ、ロボット関係の人材が約 340万人不足するというふうに言われてお

りまして、あと理系人材は 120万人不足するということが言われておりまして、こうし

たことを踏まえまして、やはり理系人材の裾野を拡大していくことが極めて重要という

ことで、この成長産業である半導体分野に将来進んでいただく人材を増やしていくとい

う観点から、理工系への関心を高めるための子供たち向けの取組をしてまいりたいと考

えてございます。 

６ページ目でございます。取引活性化の来年度の取組ですけども、昨年度開始した広

域連携の範囲をさらに全国に広げて、九州も含めて全国に拡大をしてまいります。また、

マッチングを成功させていく上では、やはり道内のものづくり企業の技術力、あるいは

生産工程の高度化、こうしたことが不可欠となってまいります。このため、専門家の派

遣、あるいはトヨタ自動車北海道さんとも連携した研修事業など、新たに開始してまい

りたいと思っております。また、関係機関と連携しまして、道外の半導体関連企業の道

内進出を支援するといったことについても、しっかり取組を強化して参りたいと考えて

ございます。私からは以上です。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

それでは北海道開発局の遠藤局長様から、資料３－３の関係でご説明をお願いいたし

ます。 

 

【遠藤北海道開発局長】 

北海道開発局の遠藤でございます。北海道開発局では、令和６年度にスタートした第

９期の北海道総合開発計画に基づいて様々な施策を推進しております。この計画の中で

は、「地域の強みを生かした成長産業の形成」というのを主要な施策の１つとして掲げ

ておりまして、次世代半導体の製造基盤の確立であるとか、あるいは研究・人材育成の

拠点形成に向けた取組の促進、それからデジタル基盤産業であるデータセンターの立地

促進などの施策について、インフラ整備を通じて重点的に取り組んでいるところでござ

います。具体的な整備の状況は、この資料３－３の地図に落とし込んでおりますけれど

も、開発局といたしましては、成長産業を交通や物流面で支える道路ネットワーク、こ

ちらは道央圏連絡道路となりますけれども、赤線で示したところが、今整備をしている

ところでございます。また、港湾、空港ということで、苫小牧港、石狩湾新港、また、

新千歳空港といった整備の推進等に取り組んでいるところでございます。 

また、千歳川流域を中心として流域治水の推進を進めておりまして、生産空間を守り、

安全・安心にお住まいを続けていただける強靱な国土づくりを着実に進めているところ

でございます。 

引き続き、令和８年度につきましても、次世代半導体製造拠点の円滑な稼働に向けま



して、北海道や千歳市、関係機関と密接に連携しながら、事業の方を進めて参りたいと

考えてございます。以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

それでは続きまして、北海道労働局の村松局長様からご説明をお願いいたします。 

 

【村松北海道労働局長】 

北海道労働局でございます。資料は３－４と記載してございます。当局において、半

導体人材の確保に向けた取組としては、令和６年３月に千歳市内、また、令和６年 11

月に北広島のエスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤＯにおいて、半導体関連産業の人材に

向けた事業として、主に学生を対象とした合同企業説明会、就職面接会を開催したとこ

ろであります。 

令和７年度には、２月 11日に札幌市の北海きたえーるにて、「北海道半導体ジョブフ

ェスティバル」と題して、就職希望の学生等と企業とのマッチングイベントを開催して

おります。 

また、これら大規模のイベントに加えて、全道 22ヶ所の各ハローワークにおいて、

自所施設を活用した企業面接会や、求人事業所に対する人材確保のためのコンサルティ

ングなど、アウトリーチ支援に努め、資料２の左上の方にも記載しておりますが、今年

度においては半導体関連企業の求人充足率が 70％、関連企業への紹介就職 173名とい

う実績を残しております。 

令和８年度以降についても、2027年のラピダスさんの次世代半導体量産開始に向け

て、関連企業における人材確保が活発であることが想定されますので、当局として、こ

れら企業の人材ニーズに応えるための取組を積極的に進めてまいりたいと思っておりま

す。私からは以上です。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

それでは続きまして、千歳市の横田市長様からご説明をお願いいたします。 

 

【横田千歳市長】 

千歳市の横田です。皆様には、大変お世話なっております。それでは本市における取

組について、ご紹介させていただきます。資料の左上の方に３－５と書いてある資料で

あります。 

まず、下の方の２ページでありますが、ラピダス社を中心とした半導体産業の拠点化

に向けて、様々な取組を進めております。大きく、記載の３点にまとめて、ご説明をさ

せていただきます。 

３ページ目の上の段になりますが、まずはインフラ整備であります。ＩＩＭ－１周辺

のインフラ整備につきましては、令和６年度に調整池の整備が完了し、道路整備につい

ては工場周辺の美々西通と美々南通を整備中であります。また、先ほど道庁さんからも

ご説明がありましたが、ＪＲを高架する美々南通跨線橋につきましては、引き続き北海



道・ＪＲ北海道様への委託工事として、いずれも令和９年度の供用開始に向けて整備中

であります。 

また、このページの右上の方に、上下水道等の整備箇所をお示ししております。上水

道につきましては、試作ライン用として既に令和７年２月に整備を完了して通水を開始

しております。また、下水道につきましては、汚泥等を処理するスラッジセンターの増

設を今年度に完了し、量産体制時の排水処理に対応するための美々汚水中継ポンプ場、

汚水圧送管などの整備を引き続き行ってまいります。これらの下水処理施設、美々南通

跨線橋の整備につきましては、内閣府の「地域産業構造転換インフラ整備推進交付金」

を活用しており、当該交付金の予算の確保につきまして、引き続き、皆様のご支援、ご

協力をお願い申し上げます。 

次に、下の方の４ページであります。半導体関連産業の集積状況であります。本市で

は、これまで３回の全国アンケート調査や、首都圏等への企業面談を継続して実施し、

ニーズの把握や、きめ細かな立地支援に努めているところであります。足下では２月末

現在、45社が工業団地や市内オフィスに立地しており、引き続き 90社以上が立地を検

討している状況と把握しております。半導体サプライチェーンの分析等を通して、さら

なる拠点化の推進に努めてまいります。 

また、昨年末には、産業技術総合研究所のオープンな研究開発拠点の設置が決定した

ところであり、この地域を起点とした様々なイノベーションの創出に期待するとともに、

市といたしましても、必要な環境整備に努めてまいります。 

次に、５ページをお開きいただきたいと思います。上の段の方です。このような現在

の状況を受けまして、本市では人、モノ、企業などの受け入れ環境整備に向けて取組を

進めております。まず、ＪＲ駅を中心として、地図でイメージというか、わかりやすく

入れたものでありますが、ＪＲ千歳駅を中心として、オフィス、ホテルなどの民間開発

が活発になっており、来年度に向けて、街中のグランドデザインや開発誘導指針の策定

を進めてまいります。また、これまで空白となっておりました、ＩＩＭまでの公共交通

機関として、路線バスの新規開設を４月１日からスタートしてまいります。これは、空

港と美々地区も合わせて結ぶ路線ということになります。さらに、主に道外からの企業

進出を受けまして、地元企業とのマッチング支援などを強力に進めていくため、北洋銀

行、北海道銀行と連携協定を締結したほか、企業交流会の開催などを通して、企業支援

に取り組んでおります。 

下の６ページになりますが、昨年度もお知らせしました新工業団地の開発であります

が、令和８年度に実施設計、用地取得に向けた手続きを進めていくとともに、早期に企

業ニーズを把握する、把握に努めることなどを目的に、企業の事前募集を令和８年度に

前倒しで行うことで進めております。これにつきましても、工業団地の整備、インフラ

整備、また、各種認可手続きなど、国、北海道の支援を引き続きお願いするものであり

ます。引き続きラピダス社立地自治体として、量産に向けた支援にスピード感を持って

取り組むとともに、半導体関連産業の活性化、さらには、北海道全体の経済発展に貢献

してまいりたいと考えております。私からは以上になります。ありがとうございました。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 



それでは続きまして、北海道地方環境事務所の西野企画官様からご説明をお願いいた

します。 

 

【北海道地方環境事務所長代理 西野統括環境保全企画官】 

北海道地方環境事務所でございます。資料はございませんが、一言発言させていただ

きます。ラピダス社の工場立地に関しまして、当初は取水場の話ですとか、環境、健康

面での懸念もございましたが、様々な対応により、現時点ではその懸念は解消されてい

るものと認識しております。今後、操業が本格化される中においても、周辺も含め環境

保全と安心・安全の確保について、引き続きご配慮いただくことを期待しております。 

また、本日の議題であります半導体・デジタル産業の振興につきましては、環境省が

推進しております地域循環共生圏の理念とも親和性が高く、北海道全体の価値向上に繋

がるものと認識しております。環境省としましても、自然環境と調和しつつ、産業と地

域の持続的発展が図られるよう、関係機関と連携して取組を進めてまいりたいと思って

おります。以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。ご説明は以上となります。本日の議事について、ご意見、ご

質問があれば、お願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

特によろしいでしょうか。 

それでは、最後に、知事からコメントをお願いいたします。 

 

【鈴木知事】 

本日は皆様、年度末の大変お忙しい中、このようにお集まりをいただいたことに、ま

ずは冒頭、感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。 

ラピダス社につきましては、昨年４月のパイロットラインの立ち上げから前例のない

スピードで、国内初となるメイド・イン・北海道、先ほど清水さんからご報告がありま

したけれども、２ナノ半導体のＧＡＡトランジスタの試作の成功のほか、先般、新たに、

官民から 2,676億円が出資されるなど、このプロジェクトについては、着実に前進させ

ているというところでございます。先ほど清水さんの方からも報告がありましたけれど

も、このプロジェクトの進捗状況、来年度は、2027年の量産開始を目前に控えた重要

な年というのが、まさに来年度であると考えております。プロジェクトの成功に向けま

して、今、皆様から様々ご報告やご意見などがございましたけども、しっかり連携して

支援をしていきたいと考えておりますので、改めて、皆様のご協力を心からお願いを申

し上げます。 

さて、今後、北海道では産業集積に向けた動きがさらに活発になり、関連企業のさら

なる進出、道内企業の参入、雇用や関係人口の拡大、そういった効果などが期待される

ところであります。昨年 12月には、国が最先端半導体のオープンな研究開発拠点、こ

れは年末に発表がございました。先ほど、様々な方からその点も触れられたところであ

りますが、千歳市に整備することが公表されております。この拠点の整備によって、ラ

ピダス社はもとより、道内外から半導体の先端技術開発に資する利用が進み、優秀な人

材の育成にもつながると考えられますし、北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョ



ン、この新たな、改訂したビジョンでお示ししている半導体の製造、研究、人材育成等

が一体となった複合拠点の実現に向けて、大きな弾みになるものと期待しているところ

でございます。 

また、先ほど説明させていただいたところでございますけれども、北海道では、ラピ

ダス社の立地による一連の効果を道民の皆様に実感していただく、これは重要だという

ふうに考えておりますので、そのためにも、ビジョンを改訂させていただきました。現

在、道内では、半導体関連の動きに加えて、アジア最大級のＡＩデータセンターの着工、

そして、本道に陸揚げ拠点を新設する国際海底通信ケーブルの事業、これも国に事業採

択をされております。こういったことなど、ＧＸやＡＩ－ＤＸ、産業の集積への動きが

急速に進みつつあります。このため、今般改訂したビジョンに基づいて、次世代半導体

の社会実装を見据えて、こうしたＡＩの計算基盤の集積と本道の多様なフィールドを活

用して、スマート農林水産業や、ドローン物流などの分野において、ＡＩ技術の実証事

業、そして、実装を推進していくことで、産業の担い手不足などの地域の課題を解決す

るということと、新産業の創出を図るなど、北海道経済全体の成長につなげていきたい

と考えております。 

今、国においても、地域未来戦略の動きも各地域で行っていくと、先般、政府にも、

北海道として、３つの安全保障、エネルギー・経済・食料の安全保障、危機管理投資、

成長投資という中で、さらには産業クラスターをしっかり各地域に形成すると言ってい

る中の、まさに要の取組が、政府としても、ラピダス社をはじめとする取組だというこ

とも、総理も発言されています。その上で、様々なインフラの整備も含めた提案をさせ

ていただいて、その重要性や認識については、しっかり受けとめていただけたものと考

えておりますので、地方支分部局の皆さん、各省庁の北海道を代表する皆様としっかり

連携して、その実現に向けて取り組んでいきたいと思っております。 

今後、さらに、ＡＩ・半導体を取り巻く情勢は、刻々と変化していくところもあると

思います。今後のそういった動きも、しっかり皆様と注視しながら、ビジョンでお示し

した施策を総動員して、北海道の創生につなげていきたいと考えておりますので、この

会議もそうですけれど、日常的にいろんな形で皆さんと連携をしますので、これからも、

より一層の連携を心からお願い申し上げます。本日は、本当にありがとうございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして、北海道次世代半導体産業立地推進連携会議を終了いたし

ます。ありがとうございました。 


